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中学生年代の女子選手の現状

●はじめに
　日本サッカー協会（JFA）は、2014 年 5 月
15 日に「JFA グラスルーツ宣言」を行いました。
これは「JFA2005 年宣言」の理念とビジョンに
基づき、“ 誰もが・いつでも・どこでも ” サッカー
を身近に心から楽しめる環境を提供し、その質の
向上に努めることを宣言するものです。
　女子のサッカーにおいては、同年に「なでしこ
vision」を定め、日本女子サッカーのさらなる発
展を目指しています。その中には「2030年までに、
登録女子プレーヤーを 200,000 人にする。」とい
う明確な目標も掲げています。

●日本における女子選手の現状
　世界のトップ 10 の国々と比較しても、日本の
女子選手は人口比が低いことが分かっています
（図 1）。登録者数は、2011 年のなでしこジャパ
ン（日本女子代表）の FIFA 女子ワールドカップ
優勝を契機に増加傾向にありましたが、2014 年
頃から頭打ちとなっており、5 万人前後を推移し
ています。年代別で見ていくと、特に 13 歳～ 15
歳で大きく減少しています。このへこみの解消が
登録者数増加の鍵を握るとして、JFA ではさまざ
まな施策を行ってきました。
　しかし、近年、日本中学校体育連盟（中体連）
に加盟している女子選手が多く存在していること
が分かりました。この人数を JFA に登録している
女子選手の人数と合わせると、大きなくぼみがな
だらかなものになります。
　近隣に女子チームがない、自分に合ったクラブ
チームがないなどの悩みを抱える女子選手にとっ
ては、中学校でサッカーを続けることは選択肢の
一つだと言えます。

日本サッカー協会（JFA）では、女子サッカー
の環境の充実を目指してさまざまな取り組みを
行っています。ここでは中学年代の女子サッカー
の現状をご紹介します。

● JFA が行う取り組み
　中学校の部活動で男子と一緒にプレーすることが可能ですが、JFA では女子だけでプレーできる環境づくりにも着手しています。
一例として、中学校部活動に加入してれば参加できる「中学校女子サッカー部フェスティバル」（下記参照）が挙げられます。また、
都道府県サッカー協会（47FA）や中体連では合同部活動や合同練習会を行い、女子選手だけでプレーする機会をつくっています。
中学年代の女子選手が増えれば、中学校の女子サッカー部ができるなど、より充実した環境が実現すると考えています。

■ JFA グラスルーツ宣言

■世界トップ 10 との女子選手登録の比較

■ 2019 年度全国年齢別選手数

中学校女子サッカー部フェスティバル

【2022年度 開催概要】
●目的

・ 中学校女子サッカー部の存在・活動を広く知ってもらう
・ �創部間もない、人数が少ないなど、大会や公式戦に出場

できないチームの選手でもサッカーを楽しみ、サッカー
を通じて仲間ができる機会をつくる

●対象
・ �現在、JFAに加盟登録している、もしくは将来の加盟登

録に向けて活動している中学校女子サッカー部。以下の
チームも対象に含まれる
○ 中高一貫校
○ 近隣中学校の合同チーム
○ �男子と一緒のサッカー部(第3種)に所属している女子

選手だけを集めた合同チーム
※�フェスティバル事業のため、JFAおよび全国中体連の

競技会における合同チーム規程は適用しない。
●参加チーム数
　・1会場(1日)、8チーム程度
　・1チーム、選手8名以上、指導者(引率者)1名以上
　・�原則、日帰り参加とする(どちらか1日のみ、または両日と

も参加)

●期間・会場
回数 日時 会場 募集開始
第1回 9/24(土)、25(日) 熊本県(予定) 調整中
第2回 10/1(土)、2(日) J-GREEN堺 調整中
第3回 10/15(土)、16(日) 高円宮記念JFA夢フィールド 調整中
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